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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第66期

第１四半期連結
累計期間

第67期
第１四半期連結
累計期間

第66期

会計期間

自2021年
 ４月１日
至2021年
 ６月30日

自2022年
 ４月１日
至2022年
 ６月30日

自2021年
 ４月１日
至2022年
 ３月31日

売上高 （百万円） 20,913 22,388 88,282

経常利益 （百万円） 2,421 5,183 12,928

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（百万円） 1,649 3,528 8,833

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 2,463 4,434 10,501

純資産額 （百万円） 123,604 134,999 131,643

総資産額 （百万円） 145,904 160,744 157,468

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 611.68 1,308.47 3,276.01

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 84.7 84.0 83.6

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

 ２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについて重要な変更はありません。

　なお、新型コロナウイルス感染症の影響については、今後の感染の拡大状況によっては、経営成績等に大きな影響

を与える可能性があります。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1）財政状態及び経営成績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響は続いているものの、制限

の緩和により経済活動の正常化が進み景気は持ち直しの動きが見られました。しかしながら、米国の金利上昇によ

る急激な円安による為替相場の変動やロシア・ウクライナ情勢に起因する原油などのエネルギー資源や原材料価格

の高騰など、景気の先行きは不透明感を増している状況にあります。

　建築塗料業界におきましては、新型コロナ感染症による営業の自粛が緩和され、都市部や首都圏を中心とした大

規模再開発案件の需要や戸建や集合住宅など民間の改装需要が持ち直してきました。一方では、慢性的な人材不足

による現場技術者及び現場作業員の確保と育成が大きな課題であり、建築費・人件費の高騰等厳しい市場環境が続

いております。

　このような状況下、当社グループは、原価の低減と経費削減に努めるとともに、引き続き、新築市場だけではな

く膨大なストックを有するリニューアル市場において、当社の技術革新による製品、超耐久・超低汚染塗料、地球

温暖化現象に対応した省エネタイプの遮熱塗料、新型省力化建材、オリジナルの高意匠性塗材や耐火被覆材・断熱

材等の拡販に努めてまいりました。

　この結果、当第１四半期連結累計期間の経営成績は、売上高は、223億88百万円（前年同四半期比7.1％増）とな

りました。利益面におきましては、経費削減等を行い、営業利益は、24億29百万円（同1.1％増）、経常利益は、

為替変動の影響等により、51億83百万円（同114.0％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は、35億28百万円

（同113.9％増）となりました。

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

①建築仕上塗材事業

　　建築仕上塗材事業におきましては、新築需要は減少いたしましたが、リニューアル市場において超耐久性塗料や

超低汚染機能で差別化された省エネタイプの遮熱塗料等の販売を行なったことにより、売上高は204億26百万円

（同7.0％増）と前年同四半期に比べて13億32百万円の増収となりました。セグメント利益は27億88百万円（同

0.6％減）と前年同四半期に比べて15百万円の減益となりました。

　②耐火断熱材事業

　　耐火断熱材事業におきましては、首都圏、都市部の再開発事業における受注が続いており、売上高は14億13百万

円（同0.5％増）と前年同四半期に比べて７百万円の増収となりました。セグメント利益は１億97百万円（同

52.9％増）と前年同四半期に比べて68百万円の増益となりました。

　③その他の事業

　　その他の事業におきましては、売上高は５億47百万円（同32.7％増）と前年同四半期に比べて１億34百万円の増

収となりました。セグメント利益は23百万円（同37.0％減）と前年同四半期に比べて13百万円の減益となりまし

た。
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　当第１四半期連結会計期間末の財政状態は、次のとおりであります。

　総資産につきましては、前連結会計年度末に比べて32億75百万円増加し、1,607億44百万円（前連結会計年度末

比2.1％増）となりました。増加した主なものは、投資有価証券45億99百万円（同152.4％増）、有価証券４億28百

万円（同11.7％増）、原材料及び貯蔵品３億78百万円（同9.3％増）、減少した主なものは、現金及び預金34億71

百万円（同3.3％減）であります。

　負債につきましては、前連結会計年度末に比べて80百万円減少し、257億44百万円（同0.3％減）となりました。

減少した主なものは、未払法人税等12億３百万円（同47.9％減）、賞与引当金10億28百万円（同65.1％減）、増加

した主なものは、流動負債のその他13億３百万円（同75.6％増）、繰延税金負債４億６百万円（同464.9％増）で

あります。

　純資産につきましては、前連結会計年度末に比べて33億56百万円増加し、1,349億99百万円（同2.5％増）となり

ました。増加した主なものは、親会社株主に帰属する四半期純利益を含む利益剰余金24億49百万円（同1.8％増）

であります。

(2）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

(3）経営方針・経営戦略等

　　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

(4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

(5）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、２億30百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

(6）経営成績に重要な影響を与える要因

　当社グループの建築塗料事業においては、公共投資、民間設備投資及び住宅投資の需要動向が大きく影響しま

す。

　公官庁案件や民間の大規模再開発案件などの新築工事は、新型コロナウイルス感染症の影響はあるものの一定の

水準で継続されており、需要は比較的堅調に推移するものと見込まれます。

　一方、民間の一戸建や集合住宅の改修案件につきましては、需要は持ち直してきておりますが、景気先行き懸念

による消費マインドの低下や、変異ウイルスによる同感染症の拡大の可能性もあり、未だに不透明な状況が続いて

おります。

(7）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当社グループの事業運営上必要な資金は、自己資金より充当することを基本としております。

　運転資金需要のうち主なものは、製品を製造するための材料仕入、製造費、販売費及び一般管理費等の営業費用

であります。投資資金需要は、生産設備の購入等によるものであります。

　資金の流動性について、当第１四半期連結会計期間末の資金の残高は656億95百万円であります。これは主に普

通預金であり、当社グループの事業活動に必要な流動性を十分に満たしていると認識しております。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 9,600,000

計 9,600,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2022年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2022年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,134,777 3,134,777
東京証券取引所

スタンダード市場

単元株式数

100株

計 3,134,777 3,134,777 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高
（百万円）

2022年４月１日～
2022年６月30日

－ 3,134,777 － 2,662 － 210
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（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

   2022年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 438,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 2,691,400 26,914 －

単元未満株式 普通株式 4,977 － －

発行済株式総数  3,134,777 － －

総株主の議決権  － 26,914 －

 

②【自己株式等】

    2022年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

エスケー化研株式会社
大阪府茨木市中穂積

三丁目５番25号
438,400 － 438,400 13.99

計 － 438,400 － 438,400 13.99

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2022年４月１日から2022

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、ひびき監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 106,717 103,246

受取手形及び売掛金 16,837 17,055

電子記録債権 2,022 2,368

有価証券 3,671 4,100

商品及び製品 1,925 2,188

仕掛品 1,082 1,224

未成工事支出金 195 292

原材料及び貯蔵品 4,054 4,433

その他 727 878

貸倒引当金 △33 △35

流動資産合計 137,200 135,751

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,664 3,653

機械装置及び運搬具（純額） 190 183

土地 8,213 8,239

建設仮勘定 13 22

その他（純額） 802 840

有形固定資産合計 12,884 12,939

無形固定資産 751 785

投資その他の資産   

投資有価証券 3,017 7,617

繰延税金資産 64 8

退職給付に係る資産 1,338 1,345

その他 2,328 2,420

貸倒引当金 △117 △124

投資その他の資産合計 6,632 11,266

固定資産合計 20,267 24,992

資産合計 157,468 160,744

 

EDINET提出書類

エスケー化研株式会社(E00916)

四半期報告書

 8/18



 

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 7,381 7,686

短期借入金 3,110 3,104

未払金 5,490 5,642

未払法人税等 2,513 1,310

賞与引当金 1,580 552

役員賞与引当金 82 20

製品保証引当金 108 104

その他 1,723 3,027

流動負債合計 21,991 21,446

固定負債   

繰延税金負債 87 493

役員退職慰労引当金 1,232 1,233

退職給付に係る負債 151 147

その他 2,362 2,422

固定負債合計 3,833 4,298

負債合計 25,825 25,744

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,662 2,662

資本剰余金 3,137 3,137

利益剰余金 133,740 136,190

自己株式 △9,518 △9,518

株主資本合計 130,021 132,471

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 2 2

為替換算調整勘定 1,579 2,488

退職給付に係る調整累計額 39 37

その他の包括利益累計額合計 1,621 2,528

純資産合計 131,643 134,999

負債純資産合計 157,468 160,744
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

売上高 20,913 22,388

売上原価 14,352 15,800

売上総利益 6,561 6,587

販売費及び一般管理費 4,157 4,158

営業利益 2,403 2,429

営業外収益   

受取利息 48 75

受取配当金 0 0

仕入割引 13 13

為替差益 － 2,581

雑収入 23 91

営業外収益合計 85 2,762

営業外費用   

支払利息 6 7

為替差損 59 －

雑損失 1 0

営業外費用合計 67 8

経常利益 2,421 5,183

税金等調整前四半期純利益 2,421 5,183

法人税、住民税及び事業税 340 1,195

法人税等調整額 432 460

法人税等合計 772 1,655

四半期純利益 1,649 3,528

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,649 3,528
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

四半期純利益 1,649 3,528

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △0 △0

為替換算調整勘定 813 908

退職給付に係る調整額 0 △1

その他の包括利益合計 813 906

四半期包括利益 2,463 4,434

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,463 4,434

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（追加情報）

　当第１四半期連結累計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した新型コロナウイルス感染症の今後

の広がり方や収束時期等の仮定に関する追加情報について、重要な変更はありません。

　同感染症は、経済や企業活動に広範な影響を与える事象であり、今後の広がり方や収束時期等を予想することは

困難であります。そのため、当社は、変異ウイルスによる同感染症の再拡大の状況等外部の情報等を踏まえて、今

後１年程度にわたり当該影響が継続すると仮定し、会計上の見積りを行っております。

　同感染症が収束せず、当該影響が長期間継続することとなった場合には、将来キャッシュ・フロー等の前提条件

に影響を与え、固定資産の減損損失が発生する可能性があります。また同様に、将来の課税所得の見積りにも影響

を与え、繰延税金資産の計上についても見直しを行う可能性があります。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　　保証債務

　　　次の得意先に対し、当社特約店債権の回収不能について債務保証を行っております。

 
前連結会計年度
（2022年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2022年６月30日）

三井物産ケミカル㈱ 351百万円 320百万円

 

（四半期連結損益計算書関係）

　　　　該当事項はありません。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年６月30日）

減価償却費 124百万円 123百万円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

　配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月29日

定時株主総会
普通株式 1,078 400  2021年３月31日  2021年６月30日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

　配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月29日

定時株主総会
普通株式 1,078 400  2022年３月31日  2022年６月30日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自2021年４月１日　至2021年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 
建築仕上
塗材

耐火
断熱材

計

売上高        

日本 16,850 1,371 18,222 412 18,634 － 18,634

アジア 2,243 35 2,279 0 2,279 － 2,279

顧客との契約から生

じる収益
19,094 1,406 20,501 412 20,913 － 20,913

その他の収益 － － － － － － －

外部顧客への売上高 19,094 1,406 20,501 412 20,913 － 20,913

セグメント間の内部
売上高又は振替高

0 － 0 0 0 △0 －

計 19,094 1,406 20,501 412 20,914 △0 20,913

セグメント利益 2,803 128 2,932 37 2,969 △566 2,403

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、各種化成品、洗浄剤等

の事業を含んでおります。

　　　２．セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用△566百万円、セグメン

ト間取引消去０百万円であります。

　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自2022年４月１日　至2022年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 
建築仕上
塗材

耐火
断熱材

計

売上高        

日本 17,873 1,407 19,280 547 19,828 － 19,828

アジア 2,553 6 2,560 0 2,560 － 2,560

顧客との契約から生

じる収益
20,426 1,413 21,840 547 22,388 － 22,388

その他の収益 － － － － － － －

外部顧客への売上高 20,426 1,413 21,840 547 22,388 － 22,388

セグメント間の内部
売上高又は振替高

0 － 0 0 0 △0 －

計 20,427 1,413 21,841 547 22,388 △0 22,388

セグメント利益 2,788 197 2,985 23 3,008 △579 2,429

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、各種化成品、洗浄剤等

の事業を含んでおります。

　　　２．セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用△580百万円、セグメン

ト間取引消去０百万円であります。

　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 611円68銭 1,308円47銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（百万円）
1,649 3,528

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（百万円）
1,649 3,528

普通株式の期中平均株式数（千株） 2,696 2,696

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

   2022年８月10日

エスケー化研株式会社

取締役会　御中

 

ひびき監査法人

大阪事務所

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 松本　勝幸

 

 業務執行社員  公認会計士 宮本　靖士

 

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエスケー化研株

式会社の2022年４月１日から2023年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2022年４月１日から2022年

６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、エスケー化研株式会社及び連結子会社の2022年６月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要

な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 

　（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しています。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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